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ＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ． 

東急株式会社 

株式会社川崎フロンターレ 

 

ベトナム社会主義共和国・ビンズン省の省都ビンズン新都市において、東急株式会社（以下、東急）の子会社であ

り、ビンズン新都市の開発を行うＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ．（以下、ベカメックス東急）と、東急線沿線をホ

ームに活躍する株式会社川崎フロンターレ（以下、川崎フロンターレ）は、２０２１年５月に基本協定を締結し、ベトナム

初のＪリーグクラブによるサッカースクール事業（以下、本事業）を今秋に開始します。 

 

本事業は、これまでビンズン新都市において２０１３年からサッカーの普及活動を継続してきた川崎フロンターレと

ベカメックス東急が連携することで、質の高いサッカー選手の育成に加え、サッカーを通じた地域貢献や、ビンズン新

都市の未来を担う子どもたちの成長を支える場の提供を目指します。 

本事業の開始に伴い、川崎フロンターレのコーチ２名をビンズン新都市へ派遣・常駐させ、直接指導することで、ベ

トナムに住む子どもたちに川崎フロンターレの指導方針「テクニック」「原理・原則」「社会性」の３つの視点から、サッカ

ースクールに通う各人の個性を育んでいきます。 

 

東急およびベカメックス東急は、２０１２年からビンズン新都市（総面積約１，０００ｈａ）において、「東急多摩田園都

市」の開発で蓄積したノウハウを活かして、現地の文化・慣習と融合した街づくり「東急ビンズンガーデンシティ」プロジ

ェクトを推進しています。今後も、住宅、商業施設、バス路線の新設などさらなる開発の推進に加え、生活を支えるサ

ービス事業の展開により、ビンズン新都市の発展に貢献していきます。 

 

川崎フロンターレは、２０１３年に東急が主催した現地クラブ（ベカメックス・ビンズンＦＣ）との親善試合「東急ビンズ

ンガーデンシティカップ２０１３」へトップチームとして参加して以来、ベトナムの子どもたち向けのサッカー教室、ベトナ

ムのサッカークラブのアカデミーへの指導者派遣、「国際ユースカップＵ－１３」の開催など、ベトナム全土で活動を継

続して行ってきました。今後、スクール会場となるビンズン新都市を起点に、ベトナム全土でサッカーの普及活動を行

います。 

 

今後も、ベカメックス東急、東急、川崎フロンターレは、サッカーを通じてビンズン新都市の豊かな生活環境を創造

していきます。 

詳細は別紙の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

以 上 

ベカメックス東急と川崎フロンターレが基本協定を締結し、 

ベトナム初のＪリーグクラブによるサッカースクール事業を開始します 

～サッカーを通してベトナム・ビンズン新都市の豊かな生活環境を創造します～ 

▲２０１４年 川崎フロンターレサッカークリニックｉｎベトナム 



【別紙】 

■「サッカースクール事業」概要 

・開業時期：２０２１年秋  

・所在地：ベトナム社会主義共和国・ビンズン省・ビンズン新都市 

・運営主体：ＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ． 

・業務委託先（予定）：川崎フロンターレ 

 

■ベカメックス東急 概要 

名称  ＢＥＣＡＭＥＸ ＴＯＫＹＵ ＣＯ．，ＬＴＤ．（ベカメックス東急）  

所在地  ＳＯＲＡ ｇａｒｄｅｎｓ１， Ｌｏｔ Ｃ１８， Ｈｕｎｇ Ｖｕｏｎｇ Ｂｏｕｌｅｖａｒｄ，  

Ｂｉｎｈ Ｄｕｏｎｇ Ｎｅｗ Ｃｉｔｙ， Ｈｏａ Ｐｈｕ Ｗａｒｄ， Ｔｈｕ Ｄａｕ Ｍｏｔ Ｃｉｔｙ，  

Ｂｉｎｈ Ｄｕｏｎｇ Ｐｒｏｖｉｎｃｅ， Ｖｉｅｔｎａｍ  

代表者  社長 呉 東建 （おう どんごん）  

事業内容  不動産開発業・不動産販売業・不動産賃貸業  

資本金  ８兆６，０００億ベトナムドン （約４０４億円）  

※２０２１年５月１日付レート（１円は約２１３ベトナムドン）による  

設立年月日  ２０１２年３月１日  

出資比率  東急株式会社 ６５％  

ＢＥＣＡＭＥＸ ＩＤＣ ＣＯＲＰ． ３５％  

 

■川崎フロンターレ 概要 

チーム名 川崎フロンターレ 

所在地 〒２１３-００１３ 神奈川県川崎市高津区末長４-８-５２ 

代表者 代表取締役社長 藁科 義弘（わらしな よしひろ） 

設立年月日 １９９６年１１月２１日 

ホームタウン 神奈川県川崎市 

公式サイト http://www.frontale.co.jp/ 

主な成績 Ｊ１リーグ 優勝（２０１７年、２０１８年、２０２０年） 

天皇杯 優勝(２０２０年) 

J リーグ YBCルヴァンカップ 優勝（２０１９年） 

富士ゼロックススーパーカップ 優勝(２０１９年、２０２１年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.frontale.co.jp/


【参考】 

■東急のビンズン新都市における取り組み 

東急は、２０１２年からビンズン省ビンズン新都市（総面積１，０００ｈａ）において、低層・高層住宅や商業施設からな

る開発を進めています。また、２０１４年からビンズン新都市の公共交通機関としてバス事業を展開しています。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■川崎フロンターレのベトナムでの活動 

２０１３年 東急ビンズンガーデンシティカップ２０１３ 

２０１４年 川崎フロンターレサッカークリニックｉｎベトナム 

２０１４年～２０１７年 川崎フロンターレ U-１３ベトナム遠征 

２０１５年～２０１９年 国際交流基金アジアセンター サッカー交流事業（指導者短期派遣、日本への招へい等） 

２０１７年～２０１９年 ダナン越日文化交流フェスティバル（サッカークリニック、国際ユースカップへの U-１２出場） 

２０１８年～２０２０年 「ベトナム日本国際ユースカップ U-１３」企画・運営、川崎フロンターレ U-１３出場 

２０１８年～２０２０年 孤児院訪問活動（ダナン市、ビンズン省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲２０１７年 川崎フロンターレＵ－１３ベトナム遠征 

▲２０１４年 川崎フロンターレサッカークリニックｉｎベトナム 

▲ビンズン新都市開発全体イメージ ▲路線バス「ＫＡＺＥ ＳＨＵＴＴＬＥ（カゼ シャトル）」 

 

▲２０１３年 東急ビンズンガーデンシティカップ２０１３ 

▲２０１８年 ベトナム日本国際ユースカップＵ－１３ 



■これまでの東急グループと川崎フロンターレが連携した取り組み 

川崎フロンターレは東急線沿線に基盤を持ち、これまで東急グループと連携してさまざまな取り組みを行ってきまし

た。特に、川崎フロンターレのホームスタジアム「川崎市営等々力陸上競技場」の最寄り駅である東横線・目黒線武蔵

小杉駅を中心に連携しています。                                                                             

 

・「アズーロ・ネロ」・「FRO CAFE（フロカフェ）」 

 東横線・目黒線武蔵小杉駅北口高架下店舗は、「スポーツの力でいき

いきと」をコンセプトとして２０２０年４月にオープンしました。約１４年間ファ

ンから愛され、２０１９年１２月に閉店した川崎フロンターレオフィシャルグ

ッズショップ「アズーロ・ネロ」が移転開業し、その隣には、新たな交流の

場として川崎フロンターレ初となる、銭湯をモチーフとしたオフィシャルカフ

ェ常設店舗「FRO CAFE（フロカフェ） 」が併設されています。 

 

 

 

 

・「ケンゴヒストリーウォール／２０２１年シーズンガイド」 

東横線・目黒線武蔵小杉駅南口駅前の「こすぎコアパーク」の再整備

工事に伴い設置された仮囲いを活用して、２０２０年に引退を表明した中

村憲剛選手の１８年を振り返る展示を行いました。 

 また、現在は川崎フロンターレが２０２１年シーズンに参戦する４つの大

会の道のりを描いた展示を行っています。 

 

 

 

 

 

 

・東横線新丸子駅・武蔵小杉駅・元住吉駅でのコラボレーション 

 東横線の新丸子駅・武蔵小杉駅・元住吉駅において、川崎フロンターレ

のサポーター応援ソングを発車ベルメロディに採用しています。  

また、武蔵小杉駅改札内コンコースの壁面の一部を、川崎フロンターレ

の選手のパネル写真で装飾しています。 

 

 

 

 

 

 

・川崎フロンターレラッピングバスの運行 

川崎フロンターレホームゲームにて、より地域全体を盛り上げることを

目的に開催しています。このイベントをきっかけに製作したフロンターレ

ラッピングバスが、路線バスや空港リムジンバスとして、ホームゲーム開

催日以外にも川崎市周辺を運行しています。 

 

 

 

 

▲「FRO CAFE（フロカフェ）」 

▲ケンゴヒストリーウォール／２０２１年シーズンガイド

（仮） 

▲武蔵小杉駅改札内コンコースの壁面装飾 

（２０１９年１０月撮影） 

▲川崎フロンターレラッピングバス 


